
三浦商工会議所経営発達支援計画事業評価委員会議事録

１．日　時　　令和5年2月21日（火）14：00～15：30

２．場　所　　三浦商工会議所　役員会議室

３．出席者
　　（１）委　員　山下芳夫委員長、山﨑隆由委員、小林義雄委員、鈴木昭義委員（代）、堀越英一委員
　　（２）事務局　湊　清秀

４．委員紹介
　事務局より委員長及び委員の紹介

５．委員長挨拶
　山下芳夫委員長より挨拶

６．議　　題
　山下委員長に議長を依頼し、議事に入った。
（１）経営発達支援計画について
　事務局より、経営発達支援計画について、実施期間、目標、事業内容の概要を説明。

（２）経営発達支援計画事業推進状況報告について
　事務局より、当所が認定を受けた経営発達支援計画の「地域の経済動向調査に関すること」、「需要動向調査に関すること」、「経営状況の分析に関すること」、「事業計画策定に関すること」、「事業計画策定支援後の実施支援に関すること」、「新たな需要の開拓に寄与する事業に関すること」について事業実施状況を報告。このうち、「地域の経済動向調査に関すること」において、昨年１２月～本年１月にかけて実施した「三浦商工会議所景気動向調査」の結果について報告。

（３）委員からの評価・検証（見直し案）
　事務局より、当所の経営発達支援計画事業実施に対し、委員からの評価を述べていただくよう依頼。委員からは、
・景気動向分析の公表回数が目標の4回に対して実績は3回だが、実施する月を事前に決めておけば4回の実施は可能だと思う。次年度は計画的に実施してほしい。
・鎌倉商工会議所などは、定期に実施しており、調査結果を外部に公表・提供しているため、遅れが出ると、外部の団体からクレームが来る。
・全体的に目標に対する実績が低調に見える。特に経営分析に関しては、目標に遠い結果となっており、ローカルベンチマークなどは事業所にとってもありがたいものなので積極的に推進してほしい。
・支援対象事業者に対しては、経営分析→事業計画策定→フォローアップの流れでの伴走支援を期待している。
・新規の支援対象事業者の掘り起しも必要。
・インバウンドに関しては、外国人向けのツアーを組む事業者と打合せをしたが、釣りは魅力のあるコンテンツなのだと思う。
・外国人向けに限らず、逗子などでも早朝に釣船に乗るために多くのお客が来ている。
・コロナ禍で、逆に釣りを楽しむお客が増えているようである。地域資源活用、インバウンド獲得支援にも活かせるのではないか。
・外国人来遊客の増加策については、三浦市とも協力して展開してほしい。
・創業相談が増えているようなので計画策定からフォローアップまでしっかり対応してほしい。

以上をもって、本会議の議題は全て終了した。
